
八戸漁業用海岸局

事業目的

試験船、取締船並びに一般漁船との聞に漁業指導監督通信を行うことにより人命、財産の保全、

航行の安全、海難の防止、操業秩序の維持、諸外国規制通信の確保等による漁業生産の向上と安定

を図る。

事業内容

l 実施期間

2 交信海域

3. 担当者

昭和61年 4月 1日~昭和62年 3月31日

世界全域

局 長尾崎義隆

主 幹日時利悦

総括主査

技師

日下部恒雄

尾崎秀秋

ほかに青森県無線利用漁業協同組合通信士 9名

4. 取扱通信種別

(1) 指導監督通信

イ 重要通信

ロ 保安通信

ハ規制通信

ニ非常通信

ホ 漁業指導監督通信

へ気象通信

ト 周知通信

チ漁海況通信

(2) 漁業通信

(3) 公衆通信

(4) 超短波通信 (27MHZ) 

5. 通信方式

(1) 無線電話 CSS B、DS B) 

(2) 無線電信

(3) ファックス

(4) 国際テレックス

(5) セレコーノレ
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6 聴取方法(遭難周波数無休)

1 電話 2182KHZ 

2. 電信 2091 K H  Z 

3 超短波 27524KHZ 

事業実施状況

1. 新海岸局の建設および業務協定に係わる諸問題の解決に努めた。

2. 超遠距離通信(フォークランド・ニューヨーク沖等)の安定通信の確保を図った。

3 漁業気象、航行警報の周知の充実を図り、海難防止に寄与した。

4. 漁海況の迅速なる収集、周知により漁業生産の向上に寄与した。

5. 200海里規制通信の徹底により、だ捕防止、安全操業に寄与した。

表 1 取扱通数 実 績 表 ( 昭 和61年 4月~昭和62年 3月)
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表2 管内船舶局数 表3 事故通信取扱件数内訳
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